
▼3月28日爆発事故
　現場写真

夢洲万博会場予定図（出典：5月19日付「滋賀民報」）

大
阪
・
関
西
万
博
ま
で
後
８
ヶ

月
、
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
は
遅
れ
、

会
場
建
設
費
が
倍
増
す
る
な
ど
計

画
は
破
綻
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
目
的
に
万
博
開
催

を
隠
れ
蓑
に
し
て
、
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
夢
洲
に
万
博
を
誘
致

し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
た

こ
と
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

万
博
開
催
予
定
地
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ

な
ど
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
、
常

に
管
理
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
所
で
す
。
去
る
３
月
28
日
に
は

埋
め
立
て
地
か
ら
発
生
す
る
メ
タ

ン
ガ
ス
に
引
火
し
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
床
が
１
０
０
㎡
に
わ
た
っ
て
吹

き
飛
ぶ
爆
発
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
場
所
は
、
今
後
バ
ス
の

駐
車
場
や
休
憩
場
所
と
し
て
整
備

予
定
で
す
が
、
現
在
も
メ
タ
ン
ガ

ス
は
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
夢
洲
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
ト
ン
ネ

ル
と
橋
の
２
箇
所
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
に
自

然
災
害
時
の
避
難
計
画
す
ら
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
島
市
議
は
、
去
る
５
月
17
日

に
日
本
共
産
党
地
方
議
員
団
で
現

地
に
赴
き
、
視
察
し
た
深
刻
な
現

状
を
示
し
、
万
博
の
中
止
に
対
す

る
市
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
市

は
、
万
博
協
会
に
お
い
て
適
切
に

管
理
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
問
題

意
識
に
欠
け
る
答
弁
で
し
た
。

有
効
な
待
機
児
童
対
策
と

　
　
　
　
　
　
保
育
士
確
保
を

爆
発
事
故
が
発
生
し
て
い
る
の
に
、

避
難
計
画
す
ら
な
い
！  

子
ど
も
の
命
を

　
　
　
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
！

　

今
年
度
初
め
て
の
通
常
会
議
が
閉
会
し
ま
し
た
。
一
方
で
今
期
通
常
国
会
で
は
、
裏
金
事
件
の
真
相
究
明
に
背
を
向
け

て
「
抜
け
穴
」
を
温
存
し
た
政
治
資
金
規
正
法
の
改
定
や
、
地
方
自
治
の
精
神
を
踏
み
に
じ
る
地
方
自
治
法
の
改
正
な
ど

政
治
へ
の
信
頼
を
損
ね
、
物
価
高
騰
に
苦
し
む
国
民
の
暮
ら
し
や
営
業
を
無
視
す
る
悪
法
を
次
々
と
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
国
の
悪
政
か
ら
市
民
を
守
る
市
政
を
目
指
し
論
戦
し
ま
し
た
。

　深刻な事態を受けて、保育士雇
用を増やすために、奨学金の貸与
を受けている保育士の返還を支
援する県の制度に市が上乗せ充
実させる制度や、新規雇用された
保育士が継続して勤務した際の
給付金支給制度を創設し、保育士
を直接支援すること、待機児童の
大半が３歳以下の子どもたちで

あることから、特に待機児童が集
中している地域に小規模保育施
設を２箇所整備する経費を盛り
込んだ追加補正予算が提案され
ました。
　党議員団は、さらに思い切った
取り組みを強めることや、子ども
の命を最優先にすることを求め
て賛成しました。

緊急待機児童対策に追加補正予算の提案

【その他の質問項目】●安心の介護 ●児童クラブの充実 ●職員給与の地域手当

急
げ
！

急
げ
！

【
小
島
市
議
の
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
活
用

大阪・関西万博は中止を！大阪・関西万博は中止を！計画はすでに計画はすでに

本
年
４
月
時
点
の
本
市
の

待
機
児
童
数
が
過
去
最
多
の

１
８
４
人
、
認
可
保
育
所
に

入
所
で
き
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
特
定
の
保
育
園

等
を
希
望
し
て
い
る
な
ど
の

隠
れ
待
機
児
童
数
は
３
３
２

人
と
合
わ
せ
る
と
５
１
６
人

と
な
り
、
深
刻
な
事
態
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
利
用
控
え
の
減
少
、
マ
ン

シ
ョ
ン
・
宅
地
開
発
が
進
む

な
ど
で
保
育
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
保
育

士
不
足
が
続
い
て
い
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
保
育
士
は

コ
ロ
ナ
禍
に
は
、
命
が
け
で

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
就
労
と
子

育
て
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際

に
保
育
士
の
労
働
環
境
や
処

遇
改
善
の
必
要
性
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
改

善
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

杉
浦
市
議
は
、
本
市
の
保

育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
具

体
的
な
対
策
や
、
常
態
化
し

滋
賀
県
は
、
４
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
県
内
の
子
ど
も
た
ち
の
万
博

入
場
料
を
公
費
で
負
担
す
る
と
公

表
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
６
年
生

以
上
の
子
ど
も
た
ち
に
は
校
外
学

習
の
「
教
育
旅
行
」
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
を
提
案
し
、
学
校
単
位

で
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
災
害

時
の
避
難
計
画
が
な
い
ば
か
り

か
、
雨
天
時
の
一
時
退
避
場
所
や

休
憩
場
所
の
確
保
も
不
十
分
で
、

木
製
リ
ン
グ
の
下
が
想
定
さ
れ
る

程
度
で
す
。
１
日
の
平
均
入
場
予

定
者
数
15
万
人
か
ら
み
れ
ば
、
無

計
画
で
す
。

小
島
市
議
は
、
滋
賀
県
は
じ
め

各
府
県
の
教
職
員
組
合
も
要
請
し

て
い
る
よ
う
に
、
安
全
が
確
保
さ

れ
な
い
限
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険

な
場
所
に
学
校
行
事
の
名
で
子
ど

も
た
ち
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
と
指
摘
し
、
市
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
は
、

校
外
で
の
学
習
を
行
う
際
に
は
、

よ
り
慎
重
に
、
児
童
生
徒
の
安
全

を
確
実
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
県
に
確
認
し
て
い
く
と
答
え

ま
し
た
。
何
よ
り
子
ど
も
の
命
、

安
全
の
確
保
が
最
優
先
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
参
加
強
制
が
な
い
よ

う
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

て
い
る
保
育
士

不
足
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み

を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
実

績
が
見
込
み
を
大
幅
に
超
え

た
た
め
、
現
在
、
関
係
所
属

で
連
携
し
な
が
ら
対
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
し
、
今

年
度
の
市
の
保
育
士
採
用
予

定
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
、

採
用
試
験
の
在
り
方
も
見
直

し
た
と
の
答
弁
に
留
ま
り
ま

し
た
。

破破綻綻

杉
浦
と
も
子
市
議

質問に立つ
小島よしお市議
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内　容

○＝賛成、×＝反対　（その他10件の意見書案が提出されました）
※討論の全文は日本共産党大津市会議員団ホームページに掲載しています。

女性差別撤廃条約選択議定書の速や
かな批准を国に求める意見書の提出

参
　
政
　
会

市
民
ネ
ッ
ト

意 

見 

書 

案

新
　
和
　
会

(

自
民
系)

(

自
民
系)

湖
　
誠
　
会

日
本
共
産
党

(

民
主
系)

公
　
明
　
党

廉
　
正
　
会

(

自
民
系)

協
　
生
　
会

清
　
正
　
会

○ × × × × × × × ×

訪問介護基本報酬引き下げ撤回と
介護報酬再改定を求める

高等教育の無償化を求める

○ × × × × × × × ○

○ × × × × × × × ×

○ × × × × × × × ×

維
　
　
　
新

×

×

×

×

地方自治法の一部を改正する
法律の廃止を求める

請
願

平
　
　
　
和

(

民
主
系)

○

○

○

○

立
　
志
　
会

(

自
民
系)

○

×

○

×
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質問
紹介

6月通常会議の議案・請願・意見書案6月通常会議の議案・請願・意見書案

市民の願いに沿った施策を求め論戦

日本のジェンダーギャップ指数は、世界146か国中118
位。この不名誉な順位の要因には政府が「女性差別撤廃条
約選択議定書」を批准しないこともあります。早期に批准
し女性の人権を守るよう求めた女性団体の請願を賛成少数
で否決。大津市議会のジェンダー認識が問われます。
４月の訪問介護報酬引き下げは、ホームヘルパー不足に
拍車をかけ、在宅介護を崩壊させるものです。市議団は報
酬引き下げの撤回と再改定を求める意見書案を提出しまし
た。市民の願いに応え、国の悪政から市民を守るため市議
団が提出した９件の意見書案は全て否決されました。

　市は「大津市住宅マネジメント計画」に基づき、
耐用年限が経過した市営住宅や耐震性能が不足する
市営住宅は用途廃止を進めています。県営住宅を含
めて市内の公営住宅の管理戸数は、この８年間で
245戸も減少。市内で毎年30戸の公営住宅が無く
なっている計算です。
　林市議は、2047年までに延床面積の33.3％を削
減し約2,000戸にするとした目標は、公営住宅の役
割を踏まえて見直すべきと指摘しました。次期計画

に向けて、住宅に困窮する市民の多様な入居ニーズ
や困難な課題を把握し、高齢者や障がい者に必須の
エレベーターの設置はもちろん、孤立させないまち
づくりへ集える工夫や、若い世代のライフスタイル
に合わせたリノベーション、保育園の整備など、計
画的な改築や建て替えで住環境が整備されるよう、
調査研究を進めることを求めました。

市営住宅の積極的な整備を

　　　 市営住宅の供給戸数につい
ては、今後「大津市住生活基本計画」
を策定する中で検討していく。議員
の意見も踏まえて研究していくと述
べるに留まりました。

市は

●国民健康保険料の負担軽減　●生活保護制度の改善

その他の質問項目

用途廃止の方針が決定している桧山団地用途廃止の方針が決定している桧山団地

　不登校児童生徒数は毎年増え続け、大津市でも昨年度
は574人と前年度より多くなっています。フリースクー
ルは不登校の子どもたちのかけがえのない居場所で、市
内では50人以上の子どもたちが利用。各学校や大津市
教育支援センターは連携もしています。しかし、大津市

はフリースクールの公的な支援はなく、今年度から県が
行うフリースクール利用家庭への助成となるアンケート
協力事業にも参加していません。
　柏木市議はアンケート協力事業への参加と
市独自のフリースクール支援を求めました。

フリースクール支援を

●市税の納付相談
●地域の高齢者福祉
●救急外来の特別の料金

その他の質問項目

林まり 市議

　　　 利用者補助は調査
を踏まえて検討すること、
直接支援は行わないと答
えました。

市は柏木けい子 市議

市民の混乱招くマイナ保険証強制
高齢者を支える
　　　　地域包括支援センターの人員配置が緩和

国言いなりの　   　でよいのか？市政

市民の願いを理由も述べずに否決⁉

国は12月に従来の健康保険証を廃止し、マイナ保険証を使わせよう
となりふり構わぬ推進策で誘導しています。しかし、医療機関の窓口
等のトラブルで国民の信用を無くし、利用率も７％台に留まっていま
す。このままでは市民の大混乱は必至です。多くの開業医が加入して
いる保険医協会も、現在の健康保険証を残すよう声を上げています。
市議団は、マイナンバーカードと国民健康保険証一体化のためのシス
テム改修等を盛り込んだ国保の補正予算に反対しました。

高齢者をはじめ健康と生活に関わる地域の相談支援機関として重要
な役割を果たしている地域包括支援センターは、保健師・社会福祉
士・主任介護支援専門員の配置が必要です。今回の条例改正は、この
専門職の配置を柔軟にし、短時間勤務者の導入を可能にするもので
す。日々多様な相談が増えている中、現場の実情
に合わせて職員の充実こそ図るべきであり、職員
の負担を広げる配置基準の規制緩和の条例に反対
しました。

みなさんと
 ともに
大津市会議員団

杉浦
とも子

林
まり

柏木
けい子

小島
よしお


